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イ 立
昭 和 5 1 年 1 1 村
牛 年 河 日
本 籍 地
胤 名
所 属
職
歴
昭 和 4 3 年 8 何
昭 和 5 3 午 4  打
昭 和 6 0 年 4 月
昭 和 6 3 午 2  刃
平 成 9 仔 4 打
平 成 2 0 年 3  何
東 京 工 業 大 学 理 工 学 部 士 木 下 学 科 卒 轍
昭 和 2 0 年 2 月 2 0 U
東 京 都
教 授
工 学 研 究 利
、 1 1 学 博 士 ( 東 京 _ 1 . 業 火 学 )
東 京 工 業 大 学 1 学 部 士 木 工 学 科 助 于
東 京 1 業 ソ 、 学 工 学 部 士 木 工 学 科 助 教 授
東 北 大 学 工 学 剖 H ' 木 工 学 科 助 敦 授
東 北 大 学 工 学 部 士 木 工 学 科 教 授
東 北 大 学 大 学 院 工 学 研 究 科 士 木 工 学 導 攻 教 授 に 配 置 換
定 年 退 職
受
土 人 学 会 昭 和 5 2 年 度 論 文 奨 励 賞 ( 1 9 7 8 )
学 会 等 に お け る 活 動
士 木 学 会 評 議 員 ( 下 成 5 年 ~ 下 成 7 午 )
十 木 学 会 理 亊 ( 平 成 7 午 ~ 平 成 9 午 )
士 木 学 会 論 文 染 編 条 委 員 会 第 2 小 委 員 会 委 員 長 ( 平 成 1 2 午 ~ 平 成 1 4 年 )
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11'士木解析学(共著),椎貝博美・四俵正俊・沢本正樹,1976,丸善
2.流れの力学一水理学から流イ本力学ヘー,澤本正樹,2005,共立出版
3.地球温暖化の沿岸影饗(分1助,1994レ士木学会海岸工学委貝会地球環境問題
研究小委員会
4. civilEngineering 新たな国づくりに求められる若い感性暢寸旦),東北大学士
木工学出版委員会,2007,技報堂出版
業 i゛'よ丁η道 目 録
Ⅱ 研究論文
1. Experimental and theoretical modeling of saline wedges.[proc. of 13th lAHR,
C4,(1969),1・田 H. shiigai, M. sawamoto
2.壁面に衝突する球の仮想質量.[士木学会論文報告条,(191), a971),フフ-81]
沢本正樹
3.1nternallvaves in finite depth of water.[Technical RepoTt, Dept. of civil
Engineering, Tokyo lnstitute of Techn010gy,(12),(1972),29-3幻 H. shiigai, M
Sawamoto
1
4 一対の渦を伴った平板の後流モデル.[士木学会論文報告集,(216),(1釘3),
29-3釘沢木正樹
有限振幅内部重複波に関する研究.[士木学会論文報告集,(232),(1974),
37-47]沢本正樹,加藤一正
Experiments on transition to turbulence in an osciⅡatory pipe aow'〔10urnal of
F】uid Mechanics,75,(1976),193-207] M. Hino, M. sawamoto, S. Takasu
円管内振動流の滑面摩擦抵抗則.[士木学会論文判t告集,(258),(197フ),45-5田
沢本正樹,日野幹雄
波形底面上の半無限領域の写像関数緬牙究ノート).[士木学会論文報告集,
(269),(1978),147-15田沢本正樹
5
6
7
8
著書
29 . 波 に よ っ て 牛 じ る 砂 漣 近 く の 流 れ の モ デ ル 化 と 汁 ・ 遊 砂 1 農 度 の 算 定 法 [ 十 木
学 会 論 文 縦 告 架 . ( 2 8 8 ) , ( 1 9 7 9 ) , 1 0 7 - 1 1 3 ] 沢 本 正 樹 , 山 [ R 占 一
1 0 .  F o r c e s  o n  a  c i r c u l a r  c y l i n d e r  i n  a n  o s c i l ] a t o r y  a o w . [ c o a s t a l  E n g i n e e r i n g  i n  J a p a n ,
2 3 ,  a 9 8 の , 1 4 7 - 1 5 8 ]  M .  s a w a m o t o ,  K .  K i k u c h i ,  M .  o h b a ,  J .  K a s h i w a i
Ⅱ . 砂 漣 上 の 乱 れ 強 度 分 布 と 浮 遊 砂 濃 度 分 布 . [ 第 2 8 回 海 岸 工 学 Π 苛 血 会 楡 文 架
a 9 8 D , 2 3 2 - 2 3 田 沢 本 正 樹 , 山 下 俊 彦 . 北 村 ' 匡
1 2 .  M e a s u l e m e n t  o f  T u r b u l e n c e  o v e r  v o r t e x ・ R i p p l e . [ p r o c .  o f  1 8 t h  l n l e r n a t i o n a l
C o n f e r e n c e  o n  c o a s t a l  E n 即 n e e r i n g , ( 1 9 8 2 ) , 2 8 2 - 2 9 劇  M a s a k i  s a w a m o t o ,
T o s h i h i k o  Y 丑 m a s h i t a ,  T a d 丑 S h i  K i t a m u r a
1 3 . 拡 大 相 似 模 型 を 用 い た 砂 漣 上 の 振 動 流 の 測 定 . 叫 { 京 じ 業 大 学 士 木 工 学 科 研
究 十 R 告 ( 3 1 ) , ( 1 9 8 3 ) , 1 5 7 - 1 6 8 ] 沢 オ く 1 f 樹 , 山 下 俊 彦 , 山 1 、 1 修 一
1 4 . 砂 漣 上 の 粘 性 1 辰 動 流 の  O s e 印 近 仞 、 [ 1 木 学 会 ; 命 文 縦 告 染 . ( 3 3 1 ) , ( 1 9 8 3 ) ,
9 5 - 1 0 1 ] 沢 本 正 樹
1 5 . 波 に よ る 砂 床 上 の 流 れ と 砂 の i 子 遊  N 昆 側 流 の 流 動 機 楢 と 1 心 川 技 術 , ( 1 9 8 3 ) ,
1 5 7 - 1 6 9 ] 沢 木 1 1 ξ 樹
1 6 . 波 動 場 で の 砂 粒 子 の 移 動 硫 * と 振 材 蔀 少 ! 止 に 1 劉 す る 研 究 . [ 第 3 0 河 海 岸 _ 1 了 j を 剖
海 公 論 文 染 , ( 1 9 8 3 ) , 1 9 4 - 1 9 田 山 下 俊 彦 .  i N 木 止 樹 , 秋 山 義 信 .  1 { 1 崎 泰 助
] フ . 光 フ ァ イ バ を 用 い た レ ー ザ ド プ ラ 流 速 訓 ' の 開 発 , 叫 { 京 1 業 プ び き 士 木 f 学 禾 1
研 ヲ t 羅 告 . ( 3 3 ) , ( 1 9 8 4 ) , 2 5 3 5 ] 沢 木 i 下 樹 , 日 小 f 韓 鮒 , 山 1 イ 奨 彦 . 広 永 Ⅲ " 介
村 ' 本 龍 夫
1 8 . 非 従 常 流 に お け る 平 扣 . 床 滂 託 少 吊 と 砂 の 移 動 1 幾 術 に 関 す る 実 験 的 研 究 . [ 第 3 1
I n 1 海 岸 1 1 1 学 訓 海 会 論 文 架 , ( 1 9 8 4 ) , 2 雛 ・ 2 8 5 ]  H 一 汗 変 彦 , 沢 本 正 樹 、 村 Π 1 小 1 1 美
1 9 . 波 型 底 佃 卜 の 示 山 靴 の あ る 振 動 流 の 計 井 . [ な が れ 、  4 ( D , ( 1 9 8 5 ) , 4 3 - 5 3 ] 沢 本
止 樹
2 0 .  L A N D S A T 、 M s s d a t a  を 用 い た 河 円 流 出 の 解 析 . [ 東 京 工 業 大 学 ナ . 木 工 学 科 研
究 十 R 告 ( 3 4 ) , a 9 8 5 ) , 1 - 2 9 ] 沢 本 正 樹 , 村 越 潤
2 1 . 波 に よ る 半 刷 娚 漂 砂 量 . 臼 二 木 学 会 論 文 条 , ( 3 6 3 ) , ( 1 9 8 5 ) , 6 6 - 7 5 ] 沢 本 正 樹 ,
1 1 1  ド 俊 彦
22移重加太_上の振動流境界層とシートフロー;伏砂移動に関する研究.[第32回海
岸[学二樹寅会論文染, a985),99-103]"_1下俊彦,沢本jF樹,武田秀斗ト.儘森
i1京ltl
23Sediment Transporl Rate due to wave Action.〔10UTna】 of Hydrosclence and
Hy山'aulic Engineering,4 (D,(1986),1-15] Masaki sawamoto, Toshi]〕iko
Yamashita
24. stability Theory of sand RゆPles duc to W部e Action.[coastal En即neering in
Japan,29,(1986),119-128] Masald sawamoto, Toshihilく0 Yamashita, Yoshinobu
Akiyama
25.水かを通過する空会U流のエネルギー損失(荷f究ノート).[上木学釜断冷文架
(375),a98句,329332]沢本正樹,酉膿仲夫,渡部国也,新嶋洋明
26.河1]濁度流についての研究.[第301川水理ilj液会論文条, a986),727ーフ31]
沢本正樹、李立弛
27.阿武隈川河■砂州の変升劣皿1呈.[上オく学会論文架.(387),(1987),179-18田
沢本正樹,首腰仲火,谷凶暫也
28. sediment Transportin sheet FIOW Regime.[coastal sediment '87, proc. of
ASCE, a987),415-423] Masald sawamoto, Toshihiko Yamashita
3
29.密W1型波力発確ケーソンの検制.[海洋開ぢ齢兪文条,4,(198鋤,283-28田川中
埀人,沢本正樹
30. Topogtaphy change due to F]oods and Recovery process atthe Abukuma
Rivermouth.[coastal Engineering in Japan,30 (2),(1988),99-117] Masaki
Sawamoto, Nobuo shuto
31. study on pneumatic wave power conva、slon system wlth water valve Rectifier
[coastal Engineering in Japan,32 (2),(1989),257-269] K. watanabe, H
Nakagawa, M. sawamoto
32.密閉聖波力ぢ§心ケーソンの水脚1桝牛.[海洋開発論文4、,5,(1989),フ-11]
1・Ⅱ小爪1人,沢本正樹,渡部國也
33. E丘ects of wave GTouping on 血e stability of Breakwatet AI、mot units.〔coastal
Engineering inJapan,32 (1),(1989),69-8田 T. okuno, H. uji・ie and M. sawamoto
43 4 . 粗 面 振 動 流 境 界 層 の 乱 流 梯 1 造 . [ 海 岸 工 学 論 文 集 , 3 6 , ( 1 9 8 9 ) , 1 - 5 ] 沢 本 正 樹 ,
唐 木 毅 , 佐 藤 榮 司
3 5 . 開 水 路 お よ び 閉 管 路 に お け る 乱 流 構 造 の 比 較 . [ 第 3 3 回 水 理 講 演 会 論 文 集 ,
a 9 8 9 ) , 5 3 5 - 5 4 0 ] 石 井 義 裕 , 沢 木 正 樹
3 6 . 自 由 水 面 付 近 の 渦 対 に よ る 乱 流 構 造 . [ 水 工 学 論 文 集 、  3 4 , ( 1 9 9 の , 5 7 1 - 5 7 田
石 井 義 裕 , 板 井 雅 之 , 沢 木 止 樹
3 7 . 衛 星 デ ー タ と 国 士 数 イ 画 惰 報 を 用 い た 流 域 デ ー タ ベ ー ス の 設 計 . [ 水 工 学 論 文
集 , 3 4 , ( 1 9 9 の , 6 1 9 - 6 2 4 ] 沢 本 正 樹 , 膿 本 美 樹 子
3 8 . 非 定 常 乱 流 計 測 結 果 の 動 画 表 示 法 の 開 発 . [ 水 工 学 論 文 集 , 3 4 , ( 1 9 9 の ,
6 6 5 - 6 6 9 ] 長 尾 昌 朋 , 山 路 弘 人 , 沢 本 正 樹
3 9 . 渦 素 子 法 を 用 い た 水 平 床 上 周 期 波 砕 波 の 数 値 鄭 井 斤 . [ 海 岸 工 学 論 文 集 . 3 7 ,
( 1 9 9 の , 3 6 - 4 田 長 尾 昌 朋 , 沢 本 正 樹 , 首 藤 伸 夫
4 0 . 1 9 8 9 年 8 月 出 水 に よ る 阿 武 隈 川 河 口 砂 州 変 形 調 査 . [ 海 岸 工 学 論 文 集 , 3 7 ,
a 9 9 の , 3 3 9 - 3 4 3 ] 佐 藤 道 生 , 岩 決 」 1 5 , 長 尾 昌 朋 , 沢 本 正 樹
4 1 .  T h e  A p p l i c a t i o n  o f  s n o w c o v e r  A r e a  E v a l u a t l o n  f r o m  R e m o t e  s e n s i n g  D a t a  t o
S n o w m e l t  R u n 0 丘  T a n k  A n a l y s i s . [ A n n u a l J o u r n a l  o f  H y d r a u l i c  E n g i n e e r i n g , 3 5 ,
( 1 9 9 1 ) , 5 7 - 6 幻  K i t t ゆ o n g J i r a y o o t ,  S O  K a z a m a ,  M a s a k i s a w a m o t o
4 2 .  N O A A A V H R R デ ー タ を 用 い た 残 雪 域 の 把 握 と 融 雪 出 水 . [ 水 文 ・ 水 資 源 学
4 ( D , ( 1 9 9 1 ) , 3 3 3 7 ] 風 問 聡 , 沢 本 正 樹 ,  K 北 t i p o n g J i r a y o o t
4 3 .  T h e  s t r u c t u r e  o f  o s c i Ⅱ a t o r y  T u r b u l e n t  B o u n d a r y  L a y e r  o v e r  R o u g h  B e d . [ c o a s t a l
E n 即 n e e r i n g  i n J a p a n , 3 4  ( 1 ) , ( 1 9 9 1 ) , 1 - 1 4 ]  M a s a k i  s a w a m 0 加 ,  E i j i  s a t o
" .  V T R 画 像 処 理 と ト レ ー サ 追 跡 法 を 組 み 合 わ せ た 砕 波 内 部 流 速 場 の 測 定 , レ 海
岸 工 学 才 命 文 集 , 3 8 , ( 1 9 9 D , 5 6 - 6 0 ] 長 尾 昌 朋 , 片 岡 暁 彦 . 沢 本 正 樹
4 5 . 中 規 模 時 問 ス ケ ー ル で み た 阿 武 隈 川 河 口 部 の 地 形 変 化 . [ 海 岸 工 学 論 文 集 ,
3 8 , ( 1 9 9 D , 3 6 6 3 7 田 岩 湖 リ 万 , 沢 本 正 樹
4 6 .  c o m p a r i s o n  o f  T u r b u l e n c e  s t r u c t u r e s  b e t w e e n  a n  o p e n  c h a n n e l  F l o w  a n d  a
C ] o s e d  D u d  F I O W . 〔 1 0 u r n a l  o f  H y d r o s c i e n c e  a n d  H y d r a u l i c  E n 即 n e e r i n g , 9  ( 2 ) ,
( 1 9 9 2 ) , 3 7 - 4 5 ]  Y o s h i h i r o  l s h i i ,  M a s a k i  s a w a m o t o
?
? ?
?
47滝ダム流域における融雪期の積雪深モデル.[水工学論文集,36,(1992),
611-616]風間聡,沢本正樹, JirayootKittゆong
48Quasi、physical]y・Based Distributed RainfaⅡ・Run0丘 Mode] 1ncorporating GIS
Data ・ Modelstructure Development.[AnnualJournalofHydmu]ic Engineering,
36,(]992),659-664] KittipongJirayoot, Masaki sawamoto, SO Ka2ama
49AVHRWNOAAデータによる祐雪城抽出手法の研究、1989年・2月15日の東北
地方についての事例觧析、.[日本りモート七ンシング学会誌,12 a),(1992),
31-41]川村宏,風開聡,枝松芳枝.沢本正樹
50Evaluation of snow covered Area by using NOAA・AVHRR Data and snowmelt
Run0丘Analysis in the okutadamiBasin.汀OurnalofHydroscience and Hydraulic
Engineering,10 (2),(1992),1-11] Masaki sawamoto, Kittipong Jirayoot, SO
Kazama
51. AVHRR/NOAAデータによる積雪域抽出パラメータの経時変化.[日本りモー
ト七ンシング学会誌,12(4).(1992),59-6例匝げ司聡,川村'宏,枝松芳枝,沢本
正樹
52. characteristics of pneumatic N八lave power conve玲ion system with water valve
Rectifier.[coastal Engineering in Japan,35 (2), a992),245-261] Kuniya
Watanabe, HiroyukiNakagawa, Masakisawamoto, Michihiro ohtomo
5
53. snow area detection by using AVHRR/NOAA.[1GARSS '93,4,(1993),
1830-1832] SO Kazama, Masakisawamoto, HiroshiKawamura
54. iNDV1 を用いた環境評価について.[環境システム研究.21, a993),40-45]
美濃憲,風問聡,沢木正樹
55.東北地力の粘雪量の計算について.[水工学論文集,37,(1993),153-158]
風間聡,沢本正樹
56.粒子問の衝突力についての研究.[水工学論文集,37,(1993),599-604]李
立弛,沢本正樹,佐藤忠、浩
57.シートフロー状底質運動に関する実§矣的研究.[海岸工学論文集,40,(1993),
341-345]李立亜,沢本正樹,佐藤忠、浩
58.阿武隈川河口砂州の変升舛寺性.[海岸工学論文集,如, a993),486-49田真野
明,沢本正樹,長尾昌朋,富樫健一
65 9
水 弁 集 約 j や 波 力 3 § 屯 共 ・ 置 の 総 合 効 率 1 予 性 . [ 海 岸 工 学 論 文 条 、  4 0 , ( 1 四 3 ) ,
9 3 6 - 9 4 田 津 旨 火 杣 、 沢 本 正 樹 , 花 塚 愃 , 渡 部 國 也
g l j 早 テ ー タ を 用 い た 東 北 地 方 の 枯 当 水 資 源 ・ 措 1 隹 定 , [ 水 工 学 論 文 g 、 , 3 8 ,
( 1 9 9 4 ) , 1 0 7 - 1 1 2 ] 師 U 卸 隠 . 沢 オ く 正 樹
砧 当 の あ る 流 域 に お け る 水 収 支 に つ い て 一 只 見 川 滝 ダ ム 流 域 に お け る 小 例 鰯
析 一  2  レ k  上 学 ネ 兪 文 集 . 3 8 , ( 1 9 9 4 ) , 1 1 3 - 1 1 8 ] 愈 U 剖 聡 沢 本 正 樹
N D V 1  を 川 い た 蒸 ぢ 鹸 攷 分 イ 耐 能 定 [ 水 1 1 二 学 論 文 条 , 3 8 , ( 1 9 9 4 ) , 1 5 5 - 1 6 田 多 田 毅
風 間 聡 , 沢 本 正 樹
輔 国 の 蒸 発 散 ・ 1 す 空 脇 分 布 の 扣 弓 芯 . [ 水 工 学 論 文 架 , 3 8 , ( 1 9 9 4 ) , 1 6 1 - 1 6 6 ] " 1 士
激 , 多 Ⅱ 1 毅 . 長 U 母 聡 , 沢 木 _ 1 f 樹
高 濃 度 況 1 1 _ 1 流 に お け る W 休 竝 子 と 液 体 と の 相 互 件 用 . [ 水 工 学 i 兪 文 架 , 3 8 ,
a 9 9 4 ) , 4 釘 、 4 9 2 ] 李 _ 住 弛 , 沢 木 正 樹
国 士 . 数 イ 画 情 机 を 利 用 し た 東 Π 木 に お け る  i N D Ⅵ に よ る  N P P の 剤 三 価 . 〔 水  f
学 i 倫 文 架 、  3 8 , ( 1 9 9 4 ) , フ 7 1 - フ 7 劇 美 濃 戀 , 加 U 1 剖 隠 , 沢 木 正 樹
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( 1 9 9 4 ) , H 4 - 1 1 田 多 Π 1 毅 、 何 那 那 係 , 沢 本 Ⅱ 1 樹
U t i l i z a t i o n  o f  s a n d  c 0 1 0 r  l n f o l m a t l o n  f o r  E s t i m a t l o n  o f  s e d l m e n t  s u p p l y  o n
B e a c h e s . [ c o a s t a l  E n g i n e e r i n g  i n  J a p a n , 3 7  ( 2 ) , ( 1 9 9 4 ) , 1 8 9 - 1 9 9 ]  M a s a l く i
S a w a m o t o ,  M a s a t o m o  N a g a o ,  M l c h i o  s a t o
阿 武 隈 川 河 1 _ 1 周 辺 の 士 砂 移 動 ・ 1 辻 評 価 . [ 海 岸 1 上 今 鋸 冷 文 染 , 4 1 , ( 1 9 9 4 ) , 4 5 1 - 4 5 5 ]
真 野 明 . 沢 本 正 樹 . 長 尾 昌 朋
R e s p o n s e  c h a r a c t e r i s t i c s  o f  R l v e r  M o u t h  T o p o g r a p h y  m  w i d e  T i m e  s c a l e  R a n g
[ p r o c .  o f  2 4 血  l n t .  c o n f .  c o a s t a l  E n g . ,  a 9 9 4 ) , 3 1 2 6 3 1 3 別  A I く i r a  M a n o ,  M a s a l d
S a w a m o t o ,  M a s a t o m o  N a g a o
植 牛 . 瑞 リ 亮 を 介 し た 広 妓 茎 発 散 十 止 分 布 の 矧 訪 E . [ 水 工 学 諭 文 染 . 3 9 , ( 1 9 9 5 ) ,
1 9 7 - 2 0 2 ] 中 士 激 , 沢 本 正 樹
N O A N A V H R R  を 川 い た 桜 雪 深 分 布 お よ び 水 資 源 冕 推 定 . [ 水 文 ・ 水 資 源 学
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会
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NOAAAVHRRdata を利川した蒸発散りオ佳定 N嘩国水文学会i志,28, a995),
71-79]小士撤,洋本正樹,イ企冶弘
Experiments on sediment Transpm、t in sheet・F]OW Regime under osC1Ⅱatory
FIOW.[coastal Engineering in Japan,38 (2),(1995),143-156] LiYa Li, Masalくi
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75Multi"phase Model on sediment TTansport ln sheet・F]OW Regime undet
OSC辺atory FIOW.[coastal Engineering in Japan,38 (2),(1995),157-17釘 LiYa Li,
Masakisawamoto
76複断面'水路における河口Wn、叟流の混合特件..酬4岸工芋発倫文集,42,(1995),
416-42田膿原広和.沢本正樹、御山尚人
T、削1系媛水の述外幟'、娃野灘への流入と挙動.[海岸工学論文架、 42, a995),
421-42釘児島正一郎,加U制聡.沢本〕ト、樹
阿武隈川河1_1テラスと砂州の千捗寸乍用.[海岸工学論文条,42,(1四5),
576-58田真野明,林吉近,沢本正樹
水弁式波力発電ケーソンの連成による集約特性.[海岸工学論文条,42,
(1995),1006-101田橋本敦,佐藤英資、佐腰榮司,沢本正樹
洪水用愉易浮遊砂採水器の開発.[束北地域災筈科学,32, a996),69-7別
真野明,杉木基泰、沢木辻樹
律リ呈データを用いた東北地ノjの年水収戈解析.[水工学論文粂,如,(1的6),
81-8田風岡恥,多田毅,沢本」上樹
人川X舌動による損失舶牛の定昂1化.[水工学論文架,40, a99印,11四・1Ⅱ2]
風剛聡,沢木止樹
沿岸漂砂・冕公式に用いる年平均波.[海洋開発シンポジウム 21,(1996),
弱、5田真.野明. MuhammadHaS肌Udin,沢木正樹
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(1996),93-9田多田毅、沢本正樹
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A n a l y s i s  o f  s e a  s u r f a c e  T e m p e r a t u r e  v a r i a b i l i t y  m  t h e  c o a s t a l  A r e a  o f  u w
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]24. Run0丘 Analysls uslng numerical expenments wlth saturated and unsaturated
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Congress the APD/1AHR,(3),(200の,879-88剖 SO Kazama, Tuan Le Trung,
YoshiyukiYokoo, Masakisawamoto
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